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　（b）母音［ア，イ，ウ，エ，オ］は，それぞれ「ah, ee, woo, eh, oh」で表す。
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　ひらがなを読むことの難しさの原因の 1つは，ひらがなと音声が必ずしも 1対 1には対応して
いないことである。ひらがなを読んで適切に発音するためには，個々のひらがなと音声の対応規
則だけではなく，たとえば（1）から（3）のような例外的な規則も覚えなければならない。

































































（8）  heureusement [ウ・るゥズ・マン œrøzmã] 副 幸いにも。運よく。
　このような音声表記は，発音を示すふりがなのようなものである。「発音記号」を覚えなくて














の結果に基づくものである。調査方法については 4.で，調査結果については 5.と 6.で述べる。
3.1 母音の表記
　母音 1つで構成されるモーラ，つまりア行の母音は，（10）のように表記する。
（10）  ah, ee, woo, eh, oh（［ア，イ，ウ，エ，オ］）
　子音 1つと母音 1つで構成されるモーラ，つまりア行以外の母音は，子音とこの（10）の「ah, 
ee, woo, eh, oh」を機械的に組み合わせるのでなく，3.9で示す表 1のように表記する。たとえば
サ行の音声は，（11）のように表記する。［シ］の母音は「ee」ではなく「e」，［ス］の母音は「woo」
ではなく「u」で表す。
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（16）  Eh-ss eh-moo eh-roo-toh goh-zah-ee-mah-ss-gah.（［エスエムエルトゴザイマスガ。］（SML
とございますが。））















（21）  tahp-poo-ree hah-eet-teh-roo（［タップリハイッテル］）
3.7 撥音の表記
　撥音（［ン］）は，「p」「b」「m」の前では「m」，それ以外では「n」で表記する。撥音が 1つのモー













ア ah イ ee ウ woo エ eh オ oh
カ kah キ kee ク koo ケ keh コ koh
サ sah シ she ス su セ seh ソ soh
タ tah チ chee ツ tsu テ teh ト toh
ナ nah ニ nee ヌ noo ネ neh ノ noh
ハ hah ヒ hee フ foo ヘ heh ホ hoe
マ mah ミ mee ム moo メ meh モ moh
ヤ yah ユ you ヨ yoh
ラ rah リ ree ル roo レ reh ロ roh







ガ gah ギ ghee グ goo ゲ geh ゴ goh
ザ zah ジ jee ズ zoo ゼ zeh ゾ zoh
ダ dah (ヂ) (jee) (ヅ) (zoo) デ deh ド doh
バ bah ビ bee ブ boo ベ beh ボ boh
パ pah ピ pee プ poo ペ peh ポ poh







キャ kya キュ kyu キョ kyo
シャ sha シュ shu ショ sho
チャ cha チュ chew チョ cho
ニャ nya ニュ nyu ニョ nyo
ヒャ hya ヒュ hew ヒョ hyo
ミャ mya ミュ mew ミョ myo
リャ rya リュ ryu リョ ryo
　拗音の濁音・半濁音は，表 4のようになる。
表 4　拗音（濁音・半濁音）の音声表記表
ギャ gya ギュ gyu ギョ gyo
ジャ jah ジュ jew ジョ joh
ビャ bya ビュ byu ビョ byo
ピャ pya ピュ pew ピョ pyo
　拗音の長音の清音は，表 5のようになる。
表 5　拗音の長音（清音）の音声表記表
キャー kyahh キュー keww キョー kyohh
シャー shahh シュー sheww ショー showw
チャー chahh チュー cheww チョー chohh
ニャー nyahh ニュー new ニョー nyohh
ヒャー hyahh ヒュー heww ヒョー hyohh
ミャー myahh ミュー meww ミョー myohh
リャー ryahh リュー ryeww リョー ryohh
　拗音の長音の濁音・半濁音は，表 6のようになる。
表 6　拗音の長音（濁音・半濁音）の音声表記表
ギャー gyahh ギュー gyooo ギョー gyohh
ジャー jahh ジュー jeww ジョー jooe
ビャー byaah ビュー beww ビョー byohh
ピャー pyahh ピュー peww ピョー pyohh





ウィ wih ウェ weh ウォ wo
シェ sheh
チェ che
ツァ tsa ツェ tseh ツォ tso
ティ tea
トゥ to
ファ fa フィ fih フェ feh フォ fo
　外来語音の濁音・半濁音は，表 8のようになる。
表 8　外来語音（濁音・半濁音）の音声表記表
[ヴァ] [va] [ヴィ] [vih] [ヴ] [vu] [ヴェ] [veh] [ヴォ] [vo]
ジェ jeh



































協力者識別番号 年齢・性別 職業 英語以外の話せる言語
10F 10代・女 高校生 フランス語，ドイツ語
10M 10代・男 高校生 ドイツ語，フランス語（少々）
20M 20代・男 大学生 ベトナム語
30M 30代・男 社会人 フランス語（少々）
40F 40代・女 社会人 なし
40M1 40代・男 社会人 ドイツ語（少々）
40M2 40代・男 社会人 なし
50F 50代・女 社会人 ドイツ語，フランス語
50M 50代・男 社会人 なし
60F 60代・女 社会人 スペイン語（少々）
60M 60代・男 社会人 オランダ語
　2017年 2月に行った第 2次読み上げ調査の協力者は米国のテキサス州ダラス市在住の英語母
語話者 5名である。表 10は 5名の協力者の年齢・性別と職業，「英語以外の話せる言語」である。
全員，日本語の学習経験や日本語との日常的な接触がなく，日本への旅行経験もない。
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表 10　第 2次読み上げ調査（米国・ダラス市）の協力者
協力者識別番号 年齢・性別 職業 英語以外の話せる言語
D20F1 20代・女 大学院生 なし
D20F2 20代・女 大学院生 スペイン語
D20M 20代・男 大学院生 スペイン語
D30M 30代・男 社会人 なし
D40F 40代・女 社会人 なし
4.3 書き取り調査の方法
　書き取り調査では，音声を聞いて文字に書き取ってもらうための自然で平易な日本語の例文と






















































（28）  a.  eien no ai o utau
   b.  eh-ee-eh-n-noh ah-ee-oh woo-tah-woo
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いものに比較的はっきりと分かれた。














   　 ［ アリマス］：a ri nas (10F), arimas (10M), ao bus (20M), arimas (30M), arimas (40F), aremas 
(40M1), arimas (40M2), arimas (50F), a reem us (50M), arimus (60F)
   　［ アメガ］：a men na (10F), anema (10M), aminga (30M), a mega (40F), amenga (40M1), amina 
(40M2), annia (50F), a meng a (50M), amega (60F), anne mak (60M)
（32）  ［ア］を「a」以外で表記する
   　［アリマス］：I eemas (60M)
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（33）  ［イ］を「i」で表記する
   　 ［ イチニチ］：Itchy itchi (10F), ichina (10M), Ichi knee chi (20M), Ichimi chuit (30M), ichi 
nichi (40F), itchy niche (40M1), Ichinichi (40M2), Ichi nichi (50F)
   　［イッタ］：ita (10M), itas (30M), ita (40M1), ita (40M2), itda (50F)
（34）  ［イ］を「e」で表記する
   　［イチニチ］：e tinh ee (50M)
   　［イッタ］：eta (50M)
（35）  ［イ］を「ee」で表記する
   　［イチニチ］：Eecheenay (60F), Eechee neechi (60M)
   　［イッタ］：ee ta (10F), eetah (60F), eeta (60M)
（36）  ［イ］を「i」「e」「ee」以外で表記する










   　 ［ ウサギガ］：Usanginga (10M), Usanginga (30M), using (40F), ussangina (40M1), Usaminga 
(40M2), Usangina (50F)
   　［ウチュー］：Bucho (10M)，Uchu (30M)，utchew (40M1)，Uchu (40M2)，Uchiu (50F)
（38）  ［ウ］を「oo」で表記する
   　 ［ ウサギガ］：Ooo sang ming yah (10F), Oo sung ee nah (20M), Oosunny (60F), Oosanginga 
(60M)
   　［ウチュー］：Oo choo (10F), Oot chew (20M), moo shoo (50M), Boochoo (60F), Oochu (60M)
（39）  ［ウ］を「u」「oo」以外で表記する
   　［ウサギガ］：ewe sang ee a ma (50M)















   　 ［ ドーブツエンニ］：do book swenne (10F), donboszuieni (10M), doguchueni (30M), do gutsi 
ene (40F), dogo sienni (40M1), dobustueni (40M2), dogastenee (50F), do bo zen (50M), do but 
tzenny (60F), dough gee enni (60M)
   　［ボーエンキョー］：boiengkyo (10M), boyenkyo (60M)
（41）  ［エ］を「i」で表記する
   　［ ボーエンキョー］：boinga ko (40F), boing qho (40M1), boeingkyo (40M2), boin kio (50F), 
boin koe (50M), bowinko (60F)
（42）  ［エ］を「a」で表記する








   　 ［ オジサマ］：ogisama (10M), Oiji sama (20M), Ogisama (30M), odisama (40M1), Ojisama 
(40M2), o dees a moung (50M)
   　 ［ トクシューオ］：tukshio (10M), tokshuo (30M), toke shindo (40F), tokshuo (40M2), toekshoo 
oo (60F)
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（44）  ［オ］を「oh」で表記する









   　 ［ トクシューオ］：toch shu (10F), tukshio (10M), talk show (20M), tokshuo (30M), toczur 
(40M1), tokshuo (40M2), toksuru (50F), toak soe (50M), toekshoo oo (60F), tok shoo oh (60M)
   　 ［ シマス］：chi nash (10F), shimas (10M), she mas (20M), shimas (30M), se mas (40F), shimas 
(40M1), shi mus (40M2), shemass (50F), shanash (50M), shee mas (60F), sekkaimas (60M)
（46）  無声化した母音を表記する
   　［トクシューオ］：toke shin (40F)










   　 ［ キゴーワ］：Ki goa (10F), ki goua (10M), Kigoa (30M), kigoya (40F), kigoa (40M1), Kigoa 
(40M2), Kegoah (50F), keegoa (50M), Keygoah (60F), Kegoya (60M)
   　 ［ チョーショク］：cho shuko (10M), Chow shuck oh (20M), Choshaku (30M), cho jonki (40F), 
Cho shoku (40M2), Chio choaki (50F), show show ki (50M), Choe shoo ko (60F)
（48）  カ行の子音を「c」で表記する
   　［キゴーワ］：Chi go a (20M)
   　［チョーショク］：cho choco (40M1)
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（49）  カ行の子音を「q」で表記する
   　［チョーショク］：Cho choq oo (10F)








   　［コーヒーワオオキナマグカップニハイッテイル］：
   　 Kohiva okina maguka punihaytaru (30M)
   　 Ko heeva o keena makoobay ohna hi kadoo (60M)
（51）  モーラあるいは音節に近い単位の境界でスペースを入れて表記する
   　［コーヒーワオオキナマグカップニハイッテイル］：
   　 Ko vi a o kin a mah vu ka k va deh oue (10F)
   　 koe he va o key na maga cup poo hi do do (50M)
（52）  句や節に近い単位の境界でスペースを入れて表記する
   　［コーヒーワオオキナマグカップニハイッテイル］：









   　 ［ オージサマ］：yo desh am (10F), ojia sama (20M), ogishami (30M), odino (40M1), ojisama 
(40M2), odayas ma (60F)
   　 ［ オジサマ］：O dis si ma (10F), ogisama (10M), Ogisama (30M), odisama (40M1), Ojisama 
(40M2), o dees a moung (50M)
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（54）  ［オー］と［オ］を「oh」で表記する
   　［オージサマ］：oh dana (50F), oh de sama (60M)
   　［オジサマ］：oh gi ne samama (40F), Oh deesama (50F), Ohdeesoma (60F)
（55）  ［オー］と［オ］を「o」「oh」以外で表記する
   　［オージサマ］：owadisami (10M)









   　［スッカリ］：s Kari (30M), s Kare (40M1), z cari (50F), z caree (50M), z ca ree (60F), z kan (60M)
   　［イッタ］：we ee ta (10F)
（57）  促音を表記しない
   　［スッカリ］：skari (10M), ska di (20M), scari (40M2)
   　 ［イッタ］：ita (10M), itas (30M), eat ah (40F), ita (40M1), ita (40M2), eta (50M), eetah (60F), 
eeta (60M)
（58）  促音部分の子音字を重ねて表記する
   　［アッタト］：attato (30M), attato (40M1), atta toe (40M2)
   　［イッタ］：itda (50F)
（59）  促音部分の子音字を重ねるとともにスペースを入れて表記する
   　［アッタト］：at tach toe (10F), aut tak o (20M)











   　 ［ サンカイ］：son kai (20M), san guy (40F), san chi (40M1), sanki (40M2), san kai (50F), 
sankai (60M)
   　 ［ アリマセン］：arima syen (10M), a ma sin (20M), arimasen (30M), aree masen (40F), 
aremasen (40M1), arimasan (40M2), anemasen (50F), areedo sen (60M)
   　［セケンバナシオ］：sekenbana syo (10M), secain dbomashso (50F), se ken no maya (60M)
（61）  撥音を「ng」で表記する
   　［サンカイ］：sangkai (10M), sung kai (30M), sung ka (50M), sa ungkigh (60F)
   　［アリマセン］：a mree ra sang (10F)
（62）  撥音を「m」で表記する
   　 ［ セケンバナシオ］：se kem bien mass so (10F), sa cem ben nen ma so (20M), sakem banashio 
(30M), sekembanashio (40M2), kiy no me barashtu (40F), de came ma rung sew (50M)
（63）  撥音を「n」「ng」「m」以外で表記する
   　［アリマセン］：a reema ma zay (50M), arimatzay (60F)
   　［チテンワ］：ge tay wah (20M)











   　 ［ ライト］：rei to (10F), rai do (10M), rye doh (20M), rai to (30M), ra de kai do (40F), rito (40M1), 
rido (40M2), ratoe (50F), ray de to (50M), ra eeto (60F), rei doh (60M)
（65）  外来語を原語の英語と同じように表記する
   　［ウォーキングモ］：walking mo (20M), walking moe (60M)
　このような結果から，外来語は和語・漢語と同じように表記するのがよいと考えられる。ただ





































（67）  a.  moh-ch-kah-tah（［モチカタ］（持ち方））






















（69）  a.  eh-ee-eh-n-no ah-ee-oh woo-tah-woo（［エイエンノアイオウタウ］（永遠の愛を歌う））
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記した b.は，不自然な発音になることがあった。［レナ］（20M）や［レニエ］（30M），［レンネ
エイ］（50F）のような発音が見られた。
（70）  a.  reh-n-ah-ee（［レンアイ］）





（71）  eh-ee　eh-n　no / ah-ee　oh / woo　tah-woo（［エイエンノアイオウタウ］）
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ような表記例を協力者に読み上げてもらった。（75）のように長音位置が違う 3語を比較しやす
いように並べて提示したが，協力者の反応はさまざまであった。







（76）  Windo sāfin（［ウィンドサーフィン］）
　協力者とのインタビューでは（77）や（78）のようなコメントがあり，英語で使われない記号
「ˉ」が協力者たちを困惑させたことがわかった。





　次に，長音表記の第 2の候補として，（79）の b.と c.のように前のモーラの母音表記「ah, ee, 




（79）  a.  oh-jee-sah-mah（［オジサマ］）
   b.  oh-oh-jee-sah-mah（［オージサマ］）






















（80）  a. gah-c co-oh（［ガッコー］）




（81）  kahp-poo-nee tahp-poo-ree hah-eet-teh ee-roo（［カップニタップリハイッテイル］）












































（86）  母音：ア行の母音［ア，イ，ウ，エ，オ］は，それぞれ「ah, ee, woo, eh, oh」で表す。無
声化している母音は，「deh-ss」（［デス］）のように，表記しない。
（87）  子音：子音は，ヘボン式ローマ字と同じように表記する。









　このような方針に基づいて作ったのが 3.9の表 1から 3.11の表 8までの音声表記表である。表
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とがある。たとえば 1944年に米国で作成されたWar department (ed.) Japanese Phrase Bookには，（92）
のような音声表記が見られる。この表記はこの論文で提案した日本語音声表記と似ている部分が
多い。
（92）  a.  wa-TAHK-shee wa ah-may-re-ka JEEN dess（［ワタクシハアメリカジンデス］） （p.4）
   b.  ee-sha ay tsoo-ret-ay eet-tay koo-da-SA-ee（［イシャエツレテイッテクダサイ］ （p.6）

















War department (ed.) (1944) Japanese Phrase Book. TM 30-641. Washington : War department. [https://mirlyn.lib.
umich.edu/Record/003441440]
162 野田尚史・中北美千子／国立国語研究所論集 15: 135–162 (2018)
Japanese Phonetic Notation Using the English Alphabet
NODA Hisashia　　　NAKAKITA Michikob
aJSL Research Division, Research Department, NINJAL 
bNagoya University of Foreign Studies / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
Japanese phonetic notation using the English alphabet requires notating Japanese phonetics with 
letters by following the relationship between letters and sounds used in English notation methods. 
For example, the word seito (students) is notated as “seh-eh-toh”.
  Hepburn Romanization is generally used when notating Japanese into letters. While Hepburn 
consonants follow the English notation method, the vowels do not, so it is difficult to know how to 
pronounce romanized Japanese words without knowledge of the Hepburn system. For this reason, 
we propose a Japanese phonetic notation system that allows both vowels and consonants to be read 
correctly by native English speakers.
  For this purpose, two research studies were conducted. The first was a dictation study in 
which native English speakers who did not know Japanese listened to spoken Japanese and wrote 
down the words using the English alphabet. The second was an oral reading study in which the 
participants read out each candidate for the phonetic notation method that had been narrowed 
down through the dictation study, identifying the notation that was most likely to be read the way 
it sounds in Japanese.
  The main characteristics of this phonetic notation are detailed from (a) to (e).
  (a) The mora boundaries are notated with “-”.
  (b) Vowels [a, i, u, e, o] are notated as “ah, ee, woo, eh, oh” respectively.
  (c)  Long vowels are notated with one of the following in accordance with the preceding 
mora vowels: “ah, ee, woo, eh, oh”.
  (d)  With moraic obstruents, a “-” will be inserted between two consonants, such as in 
“kot-chee” (kotchi, here).
  (e)  With moraic nasals, a “-” will be inserted before and after the words: for example, 
“hah-m-boo-n” (hambun, half ).
Key words:  Japanese phonetic notation, Japanese romanization, English alphabet, dictation, oral 
reading
